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特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本
2013年通常総会

議　案　書

日　時　2013年6月29日（土）12：00 〜 13：00

場　所　�きらめきみなと館　小ホール�
　福井県敦賀市桜町1−1

議　題

　　　　（1）2012年度  事業報告
　　　　（2）2012年度  収支決算
　　　　（3）2013年度  事業計画
　　　　（4）2013年度  収支予算
　　　　（5）定款変更（事務所の移転）

※総会にご出席の際は本議案書をお持ちください。

NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016 東京都台東区台東1−12−11 青木ビル3F
TEL/FAX 03-3834-6566　Eメールinfo@ramnet-j.org
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２０１２年度（２０１２年４月１日～２０１３年３月３１日）事業報告 
特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

１ 会員数の状況（２０１３年３月３１日現在、カッコ内は前年度） 
一般正会員（１口５千円） １０６（１０６）  
団体正会員（１口１万円） １７（１６）  
特別正会員（５万円以上） ５（５）  
一般賛助会員（１口２千円）   ７３（７１）  
団体賛助会員（１口１万円） １（１）  
特別賛助会員（３万円以上） ３（２）  
企業賛助会員（１口１０万円） １（１）  

 
２ 会議の開催の状況 

２０１２年 
５月１９日 理事会（東京・雑司ヶ谷地域文化創造館第 会議室）

６月１７日 理事会（東京・港勤労福祉会館第１洋室）

６月１７日 総会 （同上）

３ 事業の実施の状況

（１）調査研究事業 
２０１２年 
５月２０日～２４日 ミャンマー・モッタマー湾底生生物調査 
７月１８日～２２日 ミャンマー・モッタマー湾底生生物調査 
８月３１日～９月１５日 北海道・青森シギ・チドリ類、ヘラシギ調査 
１０月５日   ＢＡＮＣＡと調査打合せ 
１０月１５日～１９日 モッタマー湾底生生物・鳥類調査 
１１月３日   モニタリングサイト１０００シギ・チドリ類調査交流会 

（大阪南港） 
１２月１４日～１８日 モッタマー湾底生生物・鳥類調査 

２０１３年 
１月２７日～３１日 モッタマー湾底生生物・鳥類調査 
３月１０～１４日 モッタマー湾底生生物・鳥類調査 

 
（２）保全再生事業 

２０１２年

４月９日 第２０回水田決議円卓会議準備会
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５月１７日 第２１回水田決議円卓会議準備会

５月２４日 環境省に「生物多様性国家戦略２０１２」策定に際してのラムサー

ル条約湿地数値目標に関する提言書提出

６月４日 環境省で水田決議の勉強会

６月１８日 第２２回水田決議円卓会議準備会

８月３０日 第２３回水田決議円卓会議準備会

９月１７日 ラムサールＣＯＰ１１とＩＵＣＮ・ＷＣＣの総括会議

９月２４日 第２４回水田決議円卓会議準備会

１０月６日 シンポジウム：ＳＴＯＰ！泡瀬・辺野古・高江・大嶺・浦添

～沖縄の自然環境を考える～

（共催 沖縄市・農民研修センター大ホール）

１１月２３日 田んぼの生物多様性向上のための行動計画づくりワークショップ

（共催 栃木県上三川町・有機農業技術支援センター）

１１月２６日 第２５回水田決議円卓会議準備会

１２月１３日 環境省野生生物課中島慶二課長との意見交換会

２０１３年

１月１９日 利根川シンポジウム「ウナギが問う！ 生物多様性から考える利根川

河川整備計画」（共催 東京・全水道会館４階大会議室）

１月２１日 第２６回水田決議円卓会議準備会

２月９日 田んぼの生物多様性向上１０年プロジェクト・キックオフ集会

（共催 小山市・生涯学習センター）

２月２２日 第２７回水田決議円卓会議準備会

２月２３日 「沖縄大問題シンポＳＴＯＰ！ 高江・辺野古・泡瀬・大嶺～米軍

基地、公共事業から沖縄の自然と暮らしを守る～」

（共催 東京・台東区民会館）

３月１８日 第２８回水田決議円卓会議準備会

（３）普及啓発事業  
２０１２年 
４月～９月 ＧＥＯＣ（地球環境パートナーシッププラザ）で長期展示「ウェ

ットランドワンダーランド」

５月２２日を中心とする４～６月 湿地のグリーンウェイブ 
５月１９日 セミナー「ＣＯＰ１１準備セミナー：ＮＧＯによる大震災復興活

動 田んぼの取り組み」（ＧＥＯＣ）

５月２６日 ＵＮＤＢ市民ネットとの共催でリオプラス２０準備セミナー

（ＧＥＯＣ）
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８月４日 ワークショップ「知ろう 描こう湿地の生きものたち」（ＧＥＯＣ）

１０月２０日 湿地のグリーンウェイブ２０１２ ＆ ラムサールＣＯＰ１１報告会

スポットから流域へ～吉野川をラムサール登録地に

（徳島市・アスティ徳島 第 会議室）

１０月２５～２６ 日 ラムサール条約登録湿地関係市町村会議ワークショップ

（谷津干潟）に参加

１２月 エコプロダクツ展２０１２（東京ビッグサイト）での展示とワー

クショップ（主催ＩＵＣＮ 協力（株）アレフ）

２０１３年

２月２３日 グリーンウェイブ２０１３キックオフフォーラム（東京・港区立

エコプラザ）での展示

（４）国際協力事業

２０１２年 
４月～２０１３年３月 バングラデシュ・ＣＣＥＣのトラと人間に関する地球環

境基金助成金事業の代理人 
４月１０日  ＷＷＮ スカイプ会議 
４月１６～１８日 ＷＷＮ プレＣＯＰ１１会議（スペイン・マドリード スカ

イプ参加） 
５月１５日  ＷＷＮ スカイプ会議 
６月１２日  ＷＷＮ スカイプ会議 
７月６日～１３日 ラムサール条約ＣＯＰ１１（ルーマニア・ブカレスト） 
７月６日   ＷＷＮ 世界ＮＧＯ湿地会議（ルーマニア・ブカレスト） 
８月２１日  ＷＷＮ スカイプ会議 
９月５〜１５日 ＩＵＣＮ 世界自然保護会議（ＷＣＣ２０１２） 

（韓国・チェジュ） 
９月２７日  ＷＷＮ スカイプ会議 
１０月８～１０日 生物多様性条約ＣＯＰ１１（インド・ハイデラバード） 
１１月１４日  ＷＷＮ スカイプ会議 
１２月７日   ＷＷＮ スカイプ会議 

２０１３年 
１月１１～１３日 第８回日韓ＮＧＯ湿地フォーラムに関する打合せ（プサン） 
１月２６日  地球環境基金にＷＷＮの「ラムサール登録推薦ツール策定プロジ

ェクト」助成金交付要望書提出（不採択） 
２月２日     ミャンマー・ネイピードーでの世界湿地の日記念行事に参加 
２月４日   ミャンマー・モウラミャインでの世界湿地の日記念行事に参加 
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２月１８日  ＷＷＮ スカイプ会議 
３月２６日  ＷＷＮ スカイプ会議 

（５）ネットワーク推進事業 
２０１２年 
４月２５日 ラムネット Jニュースレター第９号発行 
７月５～６日 ルーマニア・ドナウデルタツアー 
７月     ラムネットＪニュースレター号外（ラムサールＣＯＰ１１用英語

版）発行 
１０月１日 ラムネット Jニュースレター第１０号発行 
１１月１６日 公共事業徹底見直しを実現する集会＆内閣府前集会と要請行動

（主催：公共事業徹底見直しを実現する集会実行委員会）に参加

２０１３年 
１月１１日～１４日 日本河川（長良川河口、淀川、荒瀬ダム）の韓国環境団体

の現地調査参加 
１月２８日 ラムネット Jニュースレター第１１号発行 
２月       公共事業改革市民会議に団体会員として入会、陣内理事が世話人

に就任 
２月１５日 緊急！院内集会「公共事業ありきの補正予算１３兆円！？そのま

ま通して予算委員会（いいんかい）？」（主催：公共事業改革市民

会議）に参加

 
４ 助成金・受託事業の状況 
（１）経団連自然保護基金助成金  

ヘラシギ調査 
２０１２年４月～２０１３年３月  ３，６００，０００円 

（２）セブン・イレブン助成金 
湿地のグリーンウェイブ  
２０１２年３月～２０１３年２月  １，９５０，０００円 

（３）ＪＡ全農助成金 
ラムサールＣＯＰ１１関係  
２０１２年７月  ３００，０００円 

（４）環境省からの受託事業 
  水田優良事例報告集英語版製作  ９８０，０００円   
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書式第12号（法第28条関係）

特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

（単位：円） 【参考】

2012予算 2012予算比 2013予算

Ⅰ 経常収入の部
１ 会費収入 838,000 900,000 ▲62,000 950,000

２ 事業収入 2,258,653 500,000 ＋1,758,653 500,000

３ 補助金等収入 5,841,541 2,500,000 ＋3,341,541 3,400,000

４ 寄付金収入 863,206 600,000 ＋263,206 1,000,000

５ その他収入
雑収入 183,340 200,000 ▲16,660 200,000
利息収入 555 0 ＋555

６ その他の事業会計からの繰入
経常収入合計 9,985,295 4,700,000 ＋5,285,295 6,050,000

Ⅱ 経常支出の部
１ 事業費

(1) 調査研究事業費 3,549,666 500,000 ＋3,049,666 3,400,000
(2) 保全・再生事業費 1,919,578 500,000 ＋1,419,578 400,000
(3) 普及・啓発事業費 2,546,874 1,500,000 ＋1,046,874 400,000
(4) 国際協力事業費 97,680 1,000,000 ▲902,320 400,000
(5) ネットワーク推進事業費 134,610 250,000 ▲115,390 250,000

事業費計 8,248,408 3,750,000 4,498,408 4,850,000
２ 管理費

役員報酬 0 0 ＋0
給料手当 0 0 ＋0
什器備品費 7,108 30,000 ▲22,892 30,000
旅費交通費 210,000 150,000 ＋60,000 200,000
支払家賃 598,000 400,000 ＋198,000 540,000
事務所費 93,805 0 ＋93,805 120,000
業務委託費 120,000 0 ＋120,000 0
消耗品費 0 20,000 ▲20,000 20,000
通信運搬費 104,157 100,000 ＋4,157 100,000
印刷費 1,220 20,000 ▲18,780 20,000
会議費 8,100 30,000 ▲21,900 30,000
支払手数料 19,850 30,000 ▲10,150 20,000
租税公課 1,200 30,000 ▲28,800 5,000
諸会費 10,000 60,000 ▲50,000 30,000
雑費 0 30,000 ▲30,000 10,000

管理費計 1,173,440 900,000 273,440 1,125,000
経常支出合計 9,421,848 4,650,000 4,771,848 5,975,000
経常収支差額 563,447 50,000 513,447 75,000

当期収支差額 563,447 50,000 513,447 75,000

前期繰越収支差額 1,314,079 1,314,079 1,877,526

次期繰越収支差額次期繰越収支差額 1,877,526 1,364,079 513,447 1,952,526

事業費の内訳 支出金額 見合いの収入
(1) 調査研究事業費 小計 3,549,666

経団連自然保護基金助成 ヘラシギ調査 3,549,666 3,600,000 経団連自然保護基金助成金
304,000 インターン寄付

(2) 保全・再生事業費 小計 1,919,578
環境省受託 水田優良事例報告集 1,919,578 1,971,000 環境省受託収入

250,000 豊岡市
37,653 バードライフアジア

(3) 普及・啓発事業費 小計 2,546,874
セブンイレブン湿地のグリーンウェイブ 2,546,874 1,941,541 セブンイレブン

300,000 全農助成金

(4) 国際協力事業費 小計 97,680
ラムサールCop11関連 97,680 202,000 特別協賛金

(5) ネットワーク推進事業費 小計 134,610
ラムネットニュースレター印刷費 134,610

2012年度 特定非営利活動に係る事業 活動計算書

2012年 4月 1日 から 2013年 3月31日まで

（経常収支の部）

科 目 金 額
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特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

I 資産の部

資産 現金 4,193

銀行預金（三菱東京ＵＦＪ・千駄木） 2,338,356

銀行預金（みずほ・道坂） 110,387

銀行預金（りそな・青木出納口座） 208,984

郵便振替 1,660,955

預かり金（日韓基金） 72,121

銀行預金（常陽・小山） 79

仮払金 145,000

未収金 328,808

豊岡市 助成金 250,000円

paypal 寄付 カード決済分 78,808円

資産合計 4,868,883

Ⅱ 負債の部

負債 未払金 2,991,357

湿地・農薬・水田に係わる国際ワークショップ事業未精算金 1,416,520円

経団連自然保護基金 ヘラシギ調査未精算金 527,558円

オリザネット 田んぼの生物多様性行動計画印刷費 284,300円

呉地正行 未払い交通費 21,690円

菅波 完 Cop11旅費補助、宿泊費、立替経費 85,792円

花輪伸一 IUCN参加費、Cop11旅費補助 87,528円

安藤よしの 未払交通費、未精算立替経費 173,285円

メコンウォッチ 未払い家賃・引越費用 336,225円

セブンイレブン 助成金一部返金分 58,459円

負債合計 2,991,357

Ⅲ 正味財産の部

正味財産 1,877,526

正味財産及び負債の合計 1,877,526

財産目録 （特定非営利活動に係る事業)
2013年 3月 31日現在

科 目 金 額 （単位：円）
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特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

I 資産の部

１ 流動資産 現金 4,193

銀行預金（三菱東京ＵＦＪ・千駄木） 2,338,356

銀行預金（みずほ・道坂） 110,387

銀行預金（りそな・青木出納口座） 208,984

郵便振替 1,660,955

預かり金（日韓基金） 72,121

銀行預金（常陽・小山） 79

仮払金 145,000

未収金 328,808

豊岡市 助成金 250,000円

paypal 寄付 カード決済分 78,808円

流動資産合計 4,868,883

２ 固定資産 なし 0

固定資産合計 0

資産合計 4,868,883

Ⅱ 負債の部

１ 流動負債 未払金 2,991,357

湿地・農薬・水田に係わる国際ワークショップ事業未精算金 1,416,520円

経団連自然保護基金 ヘラシギ調査未精算金 527,558円

オリザネット 田んぼの生物多様性行動計画印刷費 284,300円

呉地正行 未払い交通費 21,690円

菅波 完 Cop11旅費補助、宿泊費、立替経費 85,792円

花輪伸一 IUCN参加費、Cop11旅費補助 87,528円

安藤よしの 未払交通費、未精算立替経費 173,285円

メコンウォッチ 未払い家賃・引越費用 336,225円

セブンイレブン 助成金一部返金分 58,459円

流動負債合計 2,991,357

２ 固定負債 なし 0

固定負債合計 0

負債合計 2,991,357

Ⅲ 正味財産の部

前期正味財産 1,314,079

当期正味財産増減額 563,447

正味財産合計 1,877,526

正味財産及び負債の合計 4,868,883

2012年度 (特定非営利活動に係る事業) 貸借対照表

科 目 金 額 （単位：円）

2013年3月31日現在
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特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

I 収入の部
事業収入 0

当期収入合計 0

Ⅱ 支出の部

１ 事業費
事業費 0

事業費合計 0

２ 管理費
管理費合計 0

管理費合計 0

当期支出合計 0

当期収支差額 0

特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

I 資産の部

資産 なし 0

資産合計 0

Ⅱ 負債の部

負債 なし 0

負債合計 0

Ⅲ 正味財産の部

正味財産 0

正味財産及び負債の合計 0

特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

I 資産の部

資産 なし 0

資産合計 0

Ⅱ 負債の部

負債 なし 0

負債合計 0

Ⅲ 正味財産の部

当期正味財産増減額 0

正味財産合計 0

正味財産及び負債の合計 0

2012年度 その他の事業 貸借対照表
2013年3月31日現在

2012年度 その他の事業 活動計算書
2012年 4月 1日 から 2013年 3月31日まで

科 目 金 額 （単位：円）

科 目 金 額 （単位：円）

2012年度 その他の事業 財産目録
2013年3月31日現在

科 目 金 額 （単位：円）
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2013 年度事業計画案 
（2013 年 4 月 1 日から 2014 年 3 月 31 日まで） 

 
特定非営利活動法人 ラムサール･ネットワーク日本 

 
1. 事業実施の方針 

2013 年度事業の方針は、以下のとおりである。 
(1) ラムサール条約湿地の増加を目指し、湿地に関する情報収集、地域グループとの連

携、政府や自治体、議会への働きかけや広報を行う。 
(2) 湿地の保全と活用、人為的悪影響の防止など、湿地の賢明な利用に関する政策提言、

普及教育を行う。 
(3) 国外、特に韓国の湿地グループとの交流を進める。 
(4) 事務局体制の充実、会員の増加、スポンサー収入の増大など、事業実施の基盤の整

備を行う。 
上記により湿地の生物多様性の保全と持続可能な利用の推進に取り組む。 

 
2. 事業の実施に関する事項 
(1) 特定非営利活動に係わる事業 

1) 調査研究事業 
・ 各地の湿地、特にラムサール湿地に登録すべき湿地に関し情報の収集、分析を行う。 
・ 湿地および湿地の生物多様性の保全、再生、持続利用に関する法制度の検討を行う。 
・ 希少種ヘラシギの現状について情報を収集し、広く知らせ、保護に取り組む。 
・ 「田んぼの生物多様性向上 10 年プロジェクト」への多様な主体の参加と普及を進

める。 
 

2) 保全再生事業 
・ 国内のラムサール条約湿地の増加を目指して、政府、自治体等への提言、要請行動

を行う。 
・ 湿地および湿地の生物多様性に係わる法制度について政策提言を行う。 

 
3) 普及啓発事業 
・ 湿地シンポジウムを開催し、2012 年にラムサール条約湿地となった地域での保全

と賢明な利用に関する取り組みについて紹介し、意見交換を行い、その成果を広報

する。 
・ 各地の湿地で行われるイベントの連携を図り「湿地のグリーンウェイブ」として全

国展開し、報告会の開催や様々なイベント等での展示/発表を実施する。 
・ 湿地の生物多様性の保全と持続的利用に関する広報資料を作成し、湿地に関する普

及教育に活用する。 
・ 本会の活動に関するパンフレットを作成、配布し社会的認知度を高める。 
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4) 国際協力事業 
・ 日韓湿地 NGO フォーラムを開催し、情報交換し交流を深める。今年度は、2014

年に韓国内で開催される生物多様性条約 COP12 を主要なテーマとしてプログラム

を作成する。 
・ 国際湿地ネットワーク（WWN）の 2015 年ラムサール COP12 に向けた体制作り

に協力する。 
 
5) ネットワーク推進事業 
・ 各地の湿地保護グループとの交流、情報交換のためのニュースレターを発行し、メ

ーリングリストやホームページを運営する。 
・ 生物多様性にかかわる団体などとも積極的に協力関係を構築し、活動範囲を広げて

いく。 
 

6) その他 
・ 大震災と津波、原発の過酷事故による湿地への影響について情報収集、政策提言を 

行う。 
 
(2) その他の事業 

＜特になし＞ 
 

以上 
 



− 12 −

２０１３年６月２9日

主たる事務所の移転に伴う定款変更について

特定非営利活動法人ラムサール・ネットワーク日本

　２０１２年１０月１日をもって当法人の主たる事務所を移転したため、定款第２
条の事務所に関する規定を、下記の通り変更することを提案致します。

記

【現行規定】
（事務所）
第２条　この法人は、主たる事務所を、東京都台東区東上野 1丁目 20 番 6 号�
丸幸ビルに置く。

【変更後の規定】
（事務所）
第２条　この法人は、主たる事務所を、東京都台東区台東 1丁目１２番１１号
青木ビルに置く。


